
「
理

解
ト
同
情
ヲ
以
テ
日
米
友
好
関

係
ノ
為
ニ
尽
力
シ
タ
」
―
―
。

満
州
事
変
後
、
日
米
関
係
が
急
速
に
悪
化

す
る
中
で
、
当
時
の
米
国
務
長
官
コ
ー

デ
ル
・
ハ
ル
が
そ
の
死
を
惜
し
ん
だ
、
日

本
人
外
交
官
。
米
国
と
の
友
好
に
尽
力
し
、

米
国
人
に
最
も
愛
さ
れ
た
の
が
、
斎
藤
博

駐
米
大
使
、
そ
の
人
で
あ
る
。

　

１
９
３
７
年
12
月
12
日
午
後
１
時
半
、

緊
張
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
日
米
関
係
を

震
撼
さ
せ
る
よ
う
な
大
事
件
が
発
生
す
る
。

南
京
付
近
の
揚
子
江
で
、
突
如
現
れ
た
日

本
海
軍
の
航
空
機
が
米
国
砲
艦
パ
ネ
ー
号

を
襲
撃
、
撃
沈
し
た
の
で
あ
る
。

　
「N

IPPO
N

 PLA
N

ES BO
M

B A
N

D 
SINK U.S. GUNBOA

T PA
NA

Y

」。
こ

の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
が
米
国
に
報
ぜ
ら
れ
る

日
米
関
係
の
改
善
に
全
力
を
尽
く
し
た

斎
藤 
博  
駐
米
大
使 外

交
史
家
・
法
学
博
士  

松
村
正
義

【さいとう・ひろし（1886-1939）とその時代】1919年パリ講和会議。
1920年国際連盟発足。1921年ワシントン会議。1931年9月満州事
変。1932年3月リットン調査団派遣。1933年3月日本の国際連盟脱退、
12月斎藤、駐米大使に就任。1936年1月日本のロンドン軍縮条約脱退、
12月ワシントン条約失効。1937年7月日中戦争、12月12日パネー号事件、
翌13日南京占領。1939年2月斎藤死去。1940年9月日独伊三国軍
事同盟。1941年12月真珠湾攻撃。

（写真・外務省外交史料館所蔵）

パ
ネ
ー
号
事
件
勃
発
と

3
分
52
秒
の
全
米
ラ
ジ
オ
放
送

　
決
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の
時
・
知
ら
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ざ
る
外
交
官
の
舞
台
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と
、
米
国
民
の
対
日
世
論
は
当
然
に
悪
化

し
た
。
一
触
即
発
の
危
険
を
は
ら
む
重
大

事
件
の
発
生
を
知
っ
た
斎
藤
駐
米
大
使
は
、

本
国
か
ら
の
訓
令
を
待
た
ず
、
自
ら
の
判

断
と
責
任
で
、
直
ち
に
米
国
政
府
へ
深
謝

の
意
を
表
明
。
さ
ら
に
、
驚
愕
し
興
奮
す

る
米
国
民
へ
、
当
時
の
有
力
な
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
の
全
国
中
継
放

送
を
通
じ
て
、
３
分
52
秒
に
わ
た
り
、
ほ

と
ば
し
る
よ
う
に
語
り
か
け
、
陳
謝
し
た
。

  

「
詫
び
て
済
む
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
せ

ん
。
が
、
損
害
に
つ
い
て
は
、
お
金
で
解

決
で
き
る
部
分
が
あ
る
な
ら
、
日
本
政
府

は
ど
ん
な
条
件
に
も
応
じ
る
用
意
が
あ
り

ま
す
。
米
国
政
府
と
も
十
分
に
話
し
合
い

を
す
る
つ
も
り
で
す
。
日
本
は
米
国
に
比

べ
る
と
は
る
か
に
貧
し
い
国
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
、
日
本
政

府
は
今
回
の
事
件
に
お
詫
び
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
軍
が
再
び
間

違
っ
た
こ
と
を
し
な
い
よ
う
、
政
府
は
陸

海
軍
を
厳
し
く
監
督
す
る
で
し
ょ
う
」

　

こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
斎
藤
大
使
は
、

石
川
啄
木
の
「
働
け
ど
働
け
ど
な
お
わ
が

く
ら
し
楽
に
な
ら
ざ
り
、
じ
っ
と
手
を
見

る
」
と
い
う
短
歌
ま
で
引
用
し
て
、
日
本

の
貧
し
さ
と
不
慮
の
事
件
へ
の
理
解
を
訴

え
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
鋭
い
外
交

感
覚
と
卓
越
し
た
勇
気
、
流
暢
な
英
語
力

を
発
揮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
翌
13
日
に
は
広
田
弘
毅
外

相
か
ら
訓
令
電
報
が
届
き
、
斎
藤
は
即
刻

国
務
省
へ
ハ
ル
国
務
長
官
を
訪
ね
、
公
式

に
遺
憾
と
陳
謝
の
意
を
表
明
し
た
。

若
き
駐
米
特
命
全
権
大
使
の
誕
生

　

斎
藤
博
は
、
１
８
８
６
年
12
月
24
日
、

新
潟
市
に
生
ま
れ
た
。
父
の
祥
三
郎
は
外

務
省
の
主
任
翻
訳
官
を
務
め
た
ほ
ど
の
人

物
で
、
斎
藤
が
後
に
、
外
務
省
で
も
指
折

り
の
英
語
通
と
言
わ
れ
た
の
も
、
親
譲
り

の
素
質
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

斎
藤
の
外
交
官
と
し
て
の
歩
み
は
、
東

京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
１
９
１
０
年
の

末
、
外
交
官
補
と
し
て
米
国
の
首
府
ワ
シ

ン
ト
ン
へ
初
赴
任
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

同
地
で
の
８
年
の
勤
務
を
経
て
、
１
９
１

８
年
に
三
等
書
記
官
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の

在
英
国
大
使
館
に
転
勤
す
る
。
そ
れ
か
ら

ま
も
な
く
、
翌
年
１
月
に
第
一
次
世
界
大

戦
終
結
の
た
め
の
パ
リ
講
和
会
議
が
開
催

さ
れ
る
と
、
全
権
委
員
随
員
を
命
ぜ
ら
れ

て
パ
リ
に
赴
き
、
松
岡
洋
右
書
記
官
と
と

も
に
新
聞
啓
発
係
を
担
当
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
同
講
和
会
議
で
、
山
東
半
島

の
返
還
手
順
を
め
ぐ
っ
て
日
中
が
激
し
く

対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
へ
譲
渡
後
、

中
国
へ
返
還
す
る
と
い
う
日
本
の
主
張
に

対
し
、
中
国
代
表
は
直
接
中
国
へ
返
還
す

べ
き
で
あ
る
と
強
く
要
求
。
過
激
な
ま
で
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の
対
日
非
難
の
演
説
や
宣
伝
活
動
が
行
わ

れ
た
。
日
本
全
権
団
は
、
中
国
代
表
ら
の

流
暢
な
英
語
の
熱
弁
に
圧
倒
さ
れ
、
頼
み

と
す
る
米
英
仏
の
代
表
か
ら
も
「
サ
イ
レ

ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
揶
揄
さ
れ
た
と

い
う
。
西
園
寺
公
望
全
権
代
表
の
秘
書
役

で
あ
っ
た
若
き
近
衛
文
麿
は
、
そ
の
惨
憺

た
る
劣
勢
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ

れ
か
ら
の
外
交
に
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
重
要

だ
と
痛
感
す
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
外
交

力
強
化
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
有
田
八
郎
、

重
光
葵
、
堀
内
謙
介
ら
の
若
手
外
交
官
は
、

会
議
開
催
中
の
パ
リ
で
外
務
省
革
新
運
動

を
開
始
し
、
ま
も
な
く
「
外
務
省
革
新
同

志
会
」
を
結
成
し
て
い
く
。
斎
藤
も
参
加

し
た
こ
の
革
新
運
動
は
、
最
終
的
に
原
敬

首
相
の
賛
同
を
得
て
、
１
９
２
１
年
に
情

報
部
が
創
設
さ
れ
る
。
斎
藤
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
会
議
で
の
徳
川
家
達
全
権
の
秘
書
役
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
を
経
て
、
１
９
２

９
年
、
三
代
目
の
情
報
部
長
に
就
任
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
３
２
年
４
月
に
満
州
事

変
へ
の
対
応
と
し
て
開
か
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
国
際
連
盟
総
会
や
一
般
軍
縮
委
員
会
な

ど
の
国
際
会
議
に
参
加
し
経
験
を
重
ね
た

斎
藤
は
、
同
年
８
月
、
在
米
国
大
使
館
参

事
官
と
し
て
再
び
ワ
シ
ン
ト
ン
に
勤
務
す

る
。
そ
し
て
駐
蘭
特
命
全
権
公
使
を
経
て
、

１
９
３
３
年
12
月
、
49
歳
と
い
う
若
さ
で
、

駐
米
特
命
全
権
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。

　

こ
の
と
き
日
本
は
、
３
月
に
国
際
連

盟
へ
脱
退
通
告
を
行
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
斎
藤
は
考
慮
の
末
、
赴
任
前
に
満
州

国
の
実
情
を
視
察
し
た
後
に
、
広
田
弘
毅

外
相
か
ら
託
さ
れ
た
米
国
務
長
官
コ
ー
デ

ル
・
ハ
ル
宛
て
の
対
米
関
係
調
整
に
関
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
行
し
て
、
米
国
へ
赴

任
し
た
の
で
あ
る
。

米
国
軍
艦
で
帰
国
し
た
遺
骨

　

駐
米
大
使
と
し
て
赴
任
し
た
斎
藤
の
活

動
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
斎
藤
は
、
昼
夜

の
別
な
く
国
務
省
当
局
と
折
衝
す
る
か
た

わ
ら
、
同
国
の
政
財
界
人
と
も
親
交
を
結

び
、
外
交
や
経
済
問
題
で
は
依
頼
さ
れ
る

ま
ま
に
し
ば
し
ば
講
演
を
行
っ
た
。
特
に

米
国
大
統
領
の
F
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
は

ゴ
ル
フ
や
カ
ー
ド
遊
び
を
共
に
す
る
な
ど
、

き
わ
め
て
懇
意
で
あ
っ
た
と
い
う
。

斎藤の遺骨を護送した巡洋艦アストリア号（写真・外務省外交
史料館所蔵）
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し
か
し
、
満
州
事
変
に
続
く
日
本
軍
の

華
北
進
出
や
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約

の
廃
棄
通
告
（
１
９
３
４
年
）、
第
二
次
ロ

ン
ド
ン
軍
縮
海
軍
会
議
か
ら
の
脱
退
（
１

９
３
６
年
）、
さ
ら
に
は
日
中
戦
争
の
勃

発
に
よ
っ
て
、
米
国
の
対
日
感
情
は
ま
す

ま
す
硬
化
し
て
い
く
。
こ
れ
を
憂
い
た
斎

藤
は
、『Japan's Policies and P

urposes

（
日
本
の
政
策
と
目
的
）』（
１
９
３
５
年
）

を
刊
行
し
、
日
本
の
立
場
や
極
東
の
政
治
・

経
済
を
め
ぐ
る
実
情
な
ど
を
説
明
し
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
懸
命
の
努
力
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
パ
ネ
ー

号
事
件
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
胆
不
敵
に
日
米
友
好
に
奔
走
し
な
が

ら
、
書
を
よ
く
し
漢
詩
も
作
る
と
い
う
器

用
さ
も
持
ち
合
わ
せ
、
多
く
の
米
国
人

に
愛
さ
れ
た
斎
藤
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
む

ら
く
は
生
来
病
弱
の
蒲
柳
の
質
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
日
米
関
係
を
悪
化
さ
せ

る
事
態
が
次
々
と
襲
い
、
心
労
が
た
た
り
、

１
９
３
８
年
夏
に
は
肺
患
が
急
激
に
悪
化

し
、
療
養
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
折
し
も
、
近
衛
文
麿
首
相
か

ら
宇
垣
一
成
外
相
の
後
任
と
し
て
要
請
が

あ
っ
た
が
、
健
康
上
、
そ
れ
に
応
じ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
斎
藤
の
病
状
悪
化

を
受
け
た
外
務
省
は
、
大
使
の
任
を
解
い

て
帰
朝
命
令
を
発
し
、
後
任
と
し
て
堀
内

謙
介
外
務
次
官
に
駐
米
大
使
を
発
令
、
赴

任
さ
せ
た
。

　

１
９
３
９
年
２
月
26
日
、
斎
藤
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
で
宿
泊
し
て
い
た
思
い
出

深
い
ホ
テ
ル
・
シ
ョ
ー
ラ
ム
で
不
帰
の
客

と
な
っ
て
し
ま
う
。
享
年
53
歳
だ
っ
た
。

　

米
国
で
は
、
悪
化
し
続
け
る
日
米
関
係

の
改
善
に
全
力
を
尽
く
し
た
斎
藤
大
使
の

死
を
悼
ん
で
、
最
新
鋭
巡
洋
艦
ア
ス
ト
リ

ア
号
（
艦
長
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
タ
ー
ナ
ー

海
軍
大
佐
）
で
遺
骨
を
日
本
へ
護
送
す
る

と
い
う
、
外
交
儀
礼
上
、
異
例
の
好
意
的

な
措
置
に
出
た
。
斎
藤
の
遺
骨
は
同
年
４

月
17
日
、
横
浜
港
に
安
着
す
る
。

　

そ
し
て
外
務
省
で
は
、
斎
藤
の
外
交
上

の
功
績
に
鑑
み
て
、
翌
18
日
に
築
地
の
西

本
願
寺
で
外
務
省
葬
を
と
り
行
っ
た
。
そ

れ
は
、
小
村
寿
太
郎
、
杉
村
陽
太
郎
に
続

く
三
回
目
の
外
務
省
葬
で
あ
っ
た
。

【
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献
】
春
山
和
典
『
ワ
シ
ン
ト
ン
の
桜
の
下
』（
さ

が
み
や
書
店
）
／
本
橋
正
『
太
平
洋
戦
争
を
め
ぐ
る
日

米
外
交
と
戦
後
の
米
ソ
対
立
』（
学
術
出
版
会
）
／
海
野

芳
郎
「
ア
ス
ト
リ
ア
号
の
斎
藤
大
使
遺
骨
の
護
送
」（
日

本
国
際
政
治
学
会
編
『
日
米
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
』）
／
松

村
正
義
「
外
務
省
情
報
部
の
創
設
と
伊
集
院
初
代
部
長
」

（
国
際
法
学
会
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
70
巻
・
第
２
号
）

｜決断の時・知られざる外交官の舞台135




